
 

 

 

 

 

 

令和5年度 自由課題一覧 

みなさんが参加できるコンクールです。夏休みに取り組みましょう。 

ていがくねんの みなさんは、 いえの人と いっしょによんで とりくみましょう。 
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※それぞれの応募票、書き方見本等は本校ホームページに掲載してあります。必要に応じて印

刷し、ご活用ください。印刷が難しい場合には、学校までご相談ください。 

自由課題の提出締め切り→９月 4日（月） 

コンクール名（主催） （１）「ごはん・お米とわたし」作文コンクール（JA） 担当：小林先生 

参 加 対 象 作文部門（１～３年生の部、４～６年生の部） 

テーマ・内容 

・ごはん（食事・給食）やお米に関すること 

→毎日のごはんでおいしかったこと。 

 ごはんを通した家族のコミュニケーション。 

お米・ごはん食に関しての思い出や考えたこと。 

応募の決まり 

・１～３年生の部  

400字詰め原稿用紙1.5枚～2枚以内またはマス目の大きい原稿用紙で800字以内 

・４～６年生の部 

400 字詰め原稿用紙 2.5～3枚以内 

※1枚目の 1行目に作品の題名、2行目に学校名・学年・氏名、3行目から本文を書き 

出す。（学校名・学年・氏名で 3行になる場合は４行目から本文） 

そ の 他 

・校内審査後、各学年３名までを代表として出品をする。代表児童には学校で「応募票」を

記入してもらいます。 

・応募者全員に参加賞があります。 

 

 

コンクール名（主催） （２）第６７回ＪＡ共済小・中学生書道コンクール（ＪＡ） 担当：都筑先生 

参 加 対 象 全学年 

応募の決まり 

①条幅の部 ②半紙の部 

・各学年の課題 

 ①条幅の部 ②半紙の部 

１年生 ゆかり うめ 

２年生 あおば つばめ 

３年生 花だより よろこび 

４年生 親しい友 陽 光 

５年生 芸術の秋 広がる夢 

６年生 故郷の風景 尊敬の念 

・１人につき、条幅・半紙いずれかの１点の応募 

・条幅の部 画仙紙半紙（たて約136cm×よこ約 35cm） 

・半紙の部 半紙（たて約 33cm×よこ約 24cm） 

・楷書で書くこと。 

・学年は「〇年」で書く。 

・３年生以上は氏名を漢字で書く。（中学年は、難しい漢字の場合はひらがなでも可。） 

・作品の左下に応募票を貼り付ける。 

そ の 他 ・作品は返却されません。 

 

 

 

 



コンクール名（主催） （３）第６９回 青少年読書感想文全国コンクール（学校図書館協議会） 
担当者：渡邉先生 

       稲垣先生 

参 加 対 象 低学年（1、2年）の部・中学年（３、4 年）の部・高学年（5、6年）の部 

テーマ・内容 ・課題読書  ・自由読書 

応募の決まり 

・市販の原稿用紙、縦書き、自筆の作品。 

・本文文字数  

低学年６４０字以上８００字以内 

中・高学年９６０字以上１２００字以内 

※字数オーバーの場合、失格になります。 

・本校ホームページの書き方見本を参考にしてください。 

・応募票をつけて、提出してください。 

そ の 他 
・校内選考あり。 

・入選作品は返却されませんので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

コンクール名（主催） （４）ゆうちょアイデア貯金箱コンクール（ゆうちょ銀行） 担当：五十嵐先生 

参 加 対 象 全学年 

テーマ・内容 
テーマは自由。子どもたちのオリジナリティあふれるアイデアを重視（身に付けた知識や技能

を生活等に役立てる。） 

応募の決まり 

・材料は自由。ただし、壊れやすいもの、腐るものは避け、持ち運びができるもの。 

・一辺 25cmの立方体の箱に入る大きさ 

・作品に個人名や顔写真等、またキャラクターや有名人の写真は使用不可。 

・工作キットやネットに掲載されているものの模倣は不可。 

・一人一作品。 ・本人の創作に限る。 

そ の 他 

・作品は返却されます。 

・参加賞があります。 

・校内選考し、各学年、代表を出品します。 

・参加者１人につき１０円をゆうちょ銀行がユニセフ・ＪＩＣA・ジョイセフに寄付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクール名（主催） （５）第６３回下水道の日「下水道いろいろコンクール」（日本下水道協会） 

担当者 ①書道部門：岩月先生 ②作文部門：奥村先生 ③作文の部・標語部門：本多先生 

参加対象者 

全学年対象 

①書道部門（１～３年の部、４～６年の部） 

②作文部門（１～３年の部、４～６年の部） 

③標語部門（制限無し、学年ごとの部は無し） 

テーマ・内容 
９月１０日の「下水道の日」にちなみ、下水道に興味を持ち、理解を深め、下水道の健全な

発達に役立させる。 

応募の決まり 

①書道部門 

低学年（１～３年生）の部→半紙に「下水どう」を書く。 

高学年（４～６年生）の部→半紙に「下水道の役割」を書く。 

※作品の左端に学年と氏名を墨書きする。 

※右の文字配列例を参考に作品を書いてください。――――→ 

※半紙（３３３ｍｍ×２４２ｍｍ程度）、小学校で使用される 

一般的なもの。 

②作文部門 

低学年（１～３年生）の部→400字詰め原稿用紙２～３枚。 

高学年（４～６年生）の部→400字詰め原稿用紙３～４枚。 

※自筆、鉛筆書き。 

①タイトル、②学校名、③学年、④氏名を明記する。 

③標語部門 

 郵便はがき又ははがき大の用紙を使用する。 

そ の 他 

・作品は返却されません。 

・所定の応募票を作品の裏面に貼り付けて提出。 

・標語部門のみ、応募票の形式が違います。 

 

 

コンクール名（主催） （6）第５１回川口市発明創意工夫展（川口市教育委員会） 担当者：馬場先生 

参 加 対 象 全学年 

テーマ・内容 

①作品の部 ②発表の部 

共通テーマ 

→普段の生活のなかで「こんなものがあったらいいな！」というアイデアがあふれた作品

を製作・発表する。 

応募の決まり 

①作品の部 

・科学的な思考と独創力に重点を置いたものとし、共同作品でも出品可能。 

②発表の部 

・身近な生活に重点をおいたものや、家庭科の視点で研究されたものとし、共同作品でもよ

い。ただし、科学展の出品と同様の内容を兼ねることはできない。 

・掲示物は模造紙２枚までのスペース、複数枚になる場合は重る。用紙は模造紙または、Ａ４

レポート用紙１０枚以内にまとめる。 

 



コンクール名（主催） （7）令和５年度 明るい選挙啓発コンクール（川口市選挙管理委員会） 

担当者 ①書道の部：竹内先生 ②標語の部：秋山先生・大波先生 

参加対象 

①書道部門 

硬筆の部（１～3年生）  毛筆の部（3～6年生） 

②標語の部（全学年） 

テーマ・内容 

①書道部門 

・硬筆の部１～３年生 

各学年の課題→１年生『あかるいせいじ』、２年生『だいじなせんきょ』 

３年生『ただしいせいじ』 

※鉛筆書き。 

※書き方は１マス１字などの指定はなし。 

・毛筆の部３～６年生 

各学年の課題→３・４年生『よい政治』、５・６年生『正しい一票』 

②標語部門 

・明るくきれいな選挙の推進を表すもの。 

・棄権防止の呼びかけを表すもの。 

・文字数は２０字以内で所定の様式に記入する。 

応募の決まり 

・1 人１作品、自筆のものに限る。 

・書道部門規格 

硬筆の部→硬筆用紙、毛筆の部→半紙（半紙規格、B4） 

・学年は「小〇」で書く。 

・書道部門は学校で名簿を作成する。 

・標語部門は専用の応募用紙に記入する。 

そ の 他 入賞者には賞状と賞品を、応募者には参加賞を贈呈。 

 

 

 

 

 

コンクール名（主催） （8）川口市小中学校児童生徒科学展（川口市教育委員会） 担当者：本多先生 

参 加 対 象 全学年 

テーマ・内容 
自然に親しみ、科学的に解決するといった探求の機会を通して科学的研究物をまとめること

により科学教育の振興に資する。 

応募の決まり 

・Ａ４レポート８枚以内にまとめる。（写真、データ等の資料も含む） 

・作品を作成するにあたり、参考にした資料や文献を明記する。 

・ホームページ掲載の研究のまとめ方を参考にしてください。 

そ の 他 

・校内審査を行い、代表作品を川口市科学展に出品します。 

・作品の出品をもって作品展示、ホームページへの掲載に関する著作権等の承諾 

を得たものとみなします。 

 

 

コンクール名（主催） （９）第１８回小学生「身近な生き物」絵画コンクール（川口市公園緑地公社） 

担当 弓削先生 

参 加 対 象 １～３年生 

テーマ・内容 家や学校の近くなど、川口市内で見つけた生き物 

応募の決まり 

・八つ切り画用紙 

・画材は自由。 

・1 人で複数応募可。 

・植物や人が飼育している生物（犬、猫、金魚等のペットは不可）。 

・応募票を裏面右下に糊で貼る。 

そ の 他 
・作品は返却されます。 

・入選者には、賞状と記念品。入賞者にはその他に副賞。 

 

 

 


